
次期「西淀川区地域福祉計画・地域福祉活動計画」 

第１回 策定委員会 

 

令和６年４月９日（火） 

 午後６時３０分～８時３０分 

区社協３階 第１・２会議室 

 

１ 策定委員会の運営について 

  【委員長の選任】 

  ・Ａ氏に決定  

  

  【委員会の役割について】 

  ・「西淀川区地域福祉推進会議設置要綱」（抜粋） 

   第６条 推進会議に必要に応じて部会を設置する事が出来る。 

２ 部会に関し必要な事項は推進会議が定める。 

３ 部会で検討した事項は推進会議で承認を得る。 

４ 部会には必要に応じて推進会議委員以外の関係者が参加することができ 

る。 

 

 

２ 次期計画の策定について 

  【策定スケジュール（案）】 

   令和６年 ３月 策定委員会 発足 

        ４月 第１回 策定委員会  

        ５月 第１回 推進会議 

           第２回 策定委員会 

        ６月 第３回 策定委員会 

        ７月 新委員公募  

           第２回 推進会議 

        ８月 第４回 策定委員会 

           第１期委員の任期終了 

        ９月 第３回 推進会議 

       １０月 第５回 策定委員会 

       １１月 第６回 策定委員会 

       １２月 第４回 推進会議 

   令和７年 １月  



        ２月 第７回 策定委員会 

           第５回 推進会議 

        ３月  

        ４月～ 

    

  【基本的な策定方針】 

  ・地域活動の担い手が不足している。  

  ・地域住民は、地域の中での役割が分からない。 

  →担い手になり得る「若い世代」の参画を考える。 

  ・地域の実情を知る地域活動協議会の参画を考える。 

・地域活動の実施が目的になっているのではないか。 

  ・基本理念「支え上手 支えられ上手な人が あふれるまち 西淀川」のうち、 

５つの基本目標・方向性において、「支えられ上手な人」に該当する項目がない。 

   

 

 

３ 現計画の評価について 

  【概要】 

   ・５１の取り組みについて、５つの基本目標・取り組みについての認知・ 

関わり度と、評価を把握するために実施。 

 

  ≪令和６年調査（仮称）≫ 

 （１）調査対象：地域福祉推進会議委員２３名 

（２）調査期間：令和６年３月６日～３月２２日 

（３）調査方法：Ｅメールによる送付（１９名）、郵送配布（４名） 

（４）調査結果：１１名（Ｅメール９名、持参２名）、回収率４７．８％ 

 

≪参考 令和５年調査≫ 

（１）調査対象：地域福祉推進会議委員２４名 

（２）調査期間：令和５年４月１１日～４月２８日 

（３）調査方法：Ｅメールによる送付（２０名）、郵送配付（４名） 

（４）調査結果：１５名（Ｅメール１２名、ＦＡＸ・持参等３名） 

回収率６２．５％ 

 

【評価】 

・令和５年調査と比較し、各取り組みの「知らない」の割合が減少している。 



※令和６年調査と比較し、令和５年調査の回答者数の方が多い。 

※令和５年調査を受け、取り組みの知名度が上がった可能性あり。 

 

 

４ その他 

  ・とある地域（町会単位）において、個別避難計画作成が不可能であった。 

   →地域の高齢化率が極めて高く、作成・共有等が困難。 

 

 

  


